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1 取組の背景 

○ これまで実施してきた「予算編成過程への県民参加」は、平成 15 年度から本県独自

の仕組みとして、編成段階で県民意見を募集し、可能なものは予算に反映するよう   

努めてきた。県民の県政への関心を高める上で大きな効果があった。 

○ 一方、募集期間が 10 日間程度と短く、対象も新規事業など（50 件程度／年）に      

限った募集であったことから、対象や機会を拡大すべきとの声もあった。 
 
 
2 取組の具体的内容 

 ○ 一部の予算事業だけでなく施策の全体を県民に示し、執行も含めて意見・提案を   

募集することとした（対象の改善）。 

○ インターネットや県民サービス室（県庁１階）のほか、新たに、施策に関する資料

を、各合同庁舎でも閲覧できるようにした。さらに、新聞、テレビ、ラジオ等の県      

広報メディアや、県が行うアンケート調査、研修会の機会等を活用して、施策の説明

や提案の呼びかけを行っている（機会の改善）。 

○ ９月末までに寄せられた意見・提案への対応状況について 12 月 7 日に公表      
（県ＨＰへのアップ）。 

 

 

 

「皆様からの政策提案」の募集 

取組の概要 

県民に開かれた県政の実現に向け、予算編成過程の透明性の確保や積極的な情報

提供を推進するために創設された全国初の制度である｢予算編成過程への県民参加｣を

さらに発展させ、県の主要事業全般に対して通年で県民から直接、政策提案を受け

付ける。 

取組の紹介 



【意見・提案の内訳（分野別）】 
（単位：件） 
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3 取組の効果 

 ○ 9 月末までに寄せられた意見・提案総数 108 件のうち、①事業の運営に具体的に    
反映したもの 5 件、②事業の企画立案の参考にしたもの 2 件、既に予算等で対応して

おり、意見の趣旨に沿った事業を進めているもの 68 件、④その他、検討中のもの 33
件であった。 

 
 【「①事業の運営に具体的に反映したもの」事例】 

施設名 
または 
事業名 
(担当部局) 

大学連携リーグについて 
(総務部) 
 

ご意見・ 
ご提案 
(要旨) 
 

 県内の大学の連携を深める

ことはよいことだと思うが、

他県の大学との連携も取り 

入れていくと、リーグがもっ

と活発化すると思う。 
 

県の 
対応 
 
 
 
 
 

 「大学連携リーグ」は、県立大学

をはじめとする県内８つの大学等が

互いにネットワークを強め、全体的

な研究・技術レベルを向上するとと

もに、地域に役立つ人材を育成する

ことを目的としています。 
 その取組みの一つとして、本年度

は大学や研究機関相互が連携した

１２件の研究推進事業を、１０月に

決定しました。 
 この中には県外の大学と連携して

行う研究も４件含まれており、互い

に知識や技術の向上を図っていき

ます。 

 
 
 
 
 



施設名 
または 
事業名 
(担当部局) 

公共交通機関総合情報 
システムについて 
(総合政策部) 
 

ご意見・ 
ご提案 
(要旨) 
 

 運行時刻や料金、乗り換え

情報などが携帯などでわかる

システムの整備について、 

ダイヤの遅れなども表示され

るとか、その遅れによりどう

すればよいのかなど、使う時

に合わせた状況が表示される

ようにしてほしい。 
 

県の 
対応 
 
 
 
 
 

 この情報システムは、現在、県、

バス協会が利用者の意向を調査しな

がら開発を進めており、本年度中に

整備する予定です。 
 システムが利用者にとって使いや

すいものとなるよう、ダイヤの遅れ

等の情報についても提供していく 

予定です。 
 また、システム運用後も、より 

利便性の高いシステムとなるよう 

改善等について検討していきます。

 

 
 
4 取組中の課題・問題点 

 ○ 意見・提案を募集するだけではなく、各施策について県民に対し十分な説明を行う

こともあわせて重要であり、担当所属が実施する事業の説明会や会議の機会を通じ、

可能な限り施策の説明を行うよう努めた。 
 
 
5 住民（職員）の反応・評価 

 ○ 従前行っていた「予算編成過程への県民参加」において、「募集期間が短い」、「一部

の事業だけでなくもっと幅広く示してほしい」との声を受け、本システムに改善した

ものであり、住民のこれまでの反応・評価に対しては一定の対応が図られたと考える。 
 
 
6 今後の課題 

 ○ 本年度寄せられた意見・提案について、県の対応を年度末（新年度当初予算編成後）

に明確に県民に示す必要がある。 
 
 
7 今後取り組む自治体に向けた助言 

○ 行政特有の表現等を使用しないなど、県民に分かりやすい形での情報提供が必要で

ある。 
 
 
（参考）当該取組内容の関連ホームページ 

   http://info.pref.fukui.jp/seiki/pubcom/ 
担当部署：政策推進課 


